
米軍無人偵察機の嘉手納基地配備計画に抗議する意見書 

 
令和５年１０月６日、本町に来訪した防衛省幹部等から「海上自衛隊鹿屋航空

基地に一時展開している８機の米空軍無人偵察機ＭＱ-９と隊員約１００人が
期間を定めずに嘉手納基地に配備され、１１月から運用開始される」との説明が
あり、今月２２日までに計６機が飛来した。 
 防衛省は鹿屋航空基地への一時展開に際し事前に住民説明会の開催、デモ飛
行、騒音測定等を重ね、さらに鹿屋市と九州防衛局において安心安全対策など運
用に関する協定書を締結するなど慎重に進めてきたとの事だが、嘉手納基地へ
の配備においては本町への説明からわずか１週間後には１機目が飛来しており、
歴然たる対応差に不信感は高まるばかりである。 
同機は鹿屋において今年８月、基地内の滑走路を逸脱し地上施設に接触する

事故を起こし、１ヵ月以上飛行停止していた。米側の調査で機体の安全性が確認
されたとして飛行再開したが、事故原因が公表されないなかでの嘉手納基地へ
の配備には強い憤りを禁じ得ない。 
沖縄防衛局による本町議会への説明会においても、安全確保を求める声があ

がったが、その懸念を払拭するには至らなかった。 

 防衛省の資料によると同機は滞空時間が長く頻繁な離着陸がないこと。騒音
は約７５デシベル程度と戦闘機と比べ小さいこと。複数の飛行制御システムを
持ち、航空管制に従って飛行すること。駐機場は住宅地から離れた場所とするな
ど、ことさら基地の負担増にはならないことを強調するが、嘉手納基地において
は常駐機、巡回配備機、外来機が入り混じり、日常から昼夜問わず轟音を立てな
がら離着陸・飛行訓練を行っている。またパパループの使用についても当初の説
明に反しＨＨ-６０ヘリが頻繁に使用し、早朝から夜遅くまでエンジン調整音が

鳴り響くなど周辺住民の安眠をも妨げる騒音被害が発生している。 
南西地域周辺での情報収集、警戒監視及び偵察能力の強化が求められている

ことは承知しているが、具体的な負担軽減策が示されないなかでの無人偵察機
の無期限配備は基地の機能強化、負担増に他ならず断じて容認できない。 
 日米両政府においては、平成２２年に日米安全保障協議委員会の共同発表で
確認された嘉手納基地における負担軽減に基づき、町民が実感できる有効な対
策を早急に講じることを改めて強く求めるものである。 
 よって、嘉手納町議会は町民の生命、安全及び平穏な生活を守る立場から、米
空軍無人偵察機ＭＱ-９の嘉手納基地配備計画に抗議し、下記事項の速やかな実
現を図るよう強く要望する。  

 

記 
 
１ 鹿屋航空基地で発生した滑走路逸脱事故原因を速やかに公表すること。 
２ 米空軍無人偵察機ＭＱ-９の嘉手納基地配備計画について、見直しを含め検
討すること。 

３ 嘉手納基地における負担軽減（嘉手納における更なる騒音軽減）に基づき、
町民が実感できる有効な対策を早急に講じること。  

 
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  

令和５年１０月３０日 
  沖縄県嘉手納町議会 

（あて先）  

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 内閣官房長官（沖縄基地負担軽減担当）  
沖縄及び北方対策担当大臣 外務省特命全権大使（沖縄担当） 沖縄防衛局長  
沖縄県知事  



米軍無人偵察機の嘉手納基地配備計画に抗議する決議 

 
令和５年１０月６日、本町に来訪した防衛省幹部等から「海上自衛隊鹿屋航空

基地に一時展開している８機の米空軍無人偵察機ＭＱ-９と隊員約１００人が
期間を定めずに嘉手納基地に配備され、１１月から運用開始される」との説明が
あり、今月２２日までに計６機が飛来した。 
 防衛省は鹿屋航空基地への一時展開に際し事前に住民説明会の開催、デモ飛
行、騒音測定等を重ね、さらに鹿屋市と九州防衛局において安心安全対策など運
用に関する協定書を締結するなど慎重に進めてきたとの事だが、嘉手納基地へ
の配備においては本町への説明からわずか１週間後には１機目が飛来しており、
歴然たる対応差に不信感は高まるばかりである。 
同機は鹿屋において今年８月、基地内の滑走路を逸脱し地上施設に接触する

事故を起こし、１ヵ月以上飛行停止していた。米側の調査で機体の安全性が確認
されたとして飛行再開したが、事故原因が公表されないなかでの嘉手納基地へ
の配備には強い憤りを禁じ得ない。 
沖縄防衛局による本町議会への説明会においても、安全確保を求める声があ

がったが、その懸念を払拭するには至らなかった。 

 防衛省の資料によると同機は滞空時間が長く頻繁な離着陸がないこと。騒音
は約７５デシベル程度と戦闘機と比べ小さいこと。複数の飛行制御システムを
持ち、航空管制に従って飛行すること。駐機場は住宅地から離れた場所とするな
ど、ことさら基地の負担増にはならないことを強調するが、嘉手納基地において
は常駐機、巡回配備機、外来機が入り混じり、日常から昼夜問わず轟音を立てな
がら離着陸・飛行訓練を行っている。またパパループの使用についても当初の説
明に反しＨＨ-６０ヘリが頻繁に使用し、早朝から夜遅くまでエンジン調整音が

鳴り響くなど周辺住民の安眠をも妨げる騒音被害が発生している。 
南西地域周辺での情報収集、警戒監視及び偵察能力の強化が求められている

ことは承知しているが、具体的な負担軽減策が示されないなかでの無人偵察機
の無期限配備は基地の機能強化、負担増に他ならず断じて容認できない。 
 日米両政府においては、平成２２年に日米安全保障協議委員会の共同発表で
確認された嘉手納基地における負担軽減に基づき、町民が実感できる有効な対
策を早急に講じることを改めて強く求めるものである。 
 よって、嘉手納町議会は町民の生命、安全及び平穏な生活を守る立場から、米
空軍無人偵察機ＭＱ-９の嘉手納基地配備計画に抗議し、下記事項の速やかな実
現を図るよう強く要望する。  

 

記 
 
１ 鹿屋航空基地で発生した滑走路逸脱事故原因を速やかに公表すること。 
２ 米空軍無人偵察機ＭＱ-９の嘉手納基地配備計画について、見直しを含め検
討すること。 

３ 嘉手納基地における負担軽減（嘉手納における更なる騒音軽減）に基づき、
町民が実感できる有効な対策を早急に講じること。  

 
以上、決議する。 

令和５年１０月３０日 
  沖縄県嘉手納町議会 

（あて先） 

駐日米国大使 在日米軍司令官 在沖米四軍沖縄地域調整官  
在沖米国総領事 嘉手納基地第１８航空団司令官 沖縄県議会議長 


